
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前端壁（１２）と、後端壁（１３）と、衝突の際にドアが固定されているドア・ピラー
（３３）からそのドアの裏側に位置するドア・ピラー（３４）へ力を伝えることができる
ように前記端壁間に固定された補強ビーム（２０）とを含む車両ドア・インナーパネルで
あって、補強ビーム（２０）は、前端壁（１２）の上部に固定されているいわゆる高い一
山の帽子状輪郭（２１）を有し、インナーパネルの外側部分に向かってカーブ部分すなわ
ち湾曲部（２４）となって延びておりそこでは輪郭高さが低くなっており、それによって
、輪郭高さが、高輪郭高さから低輪郭高さまで連続的に減少し、そして高い一山の帽子状
輪郭（２１）が、より低い輪郭を有する二山の帽子状輪郭部（２２）となるように連続的
に延び、帽子輪郭が、そのクラウンが車両の内方に面する向きとなっていることを特徴と
する上記のインナーパネル。
【請求項２】
　補強ビーム（２０）が下向き後方へ傾斜していることを特徴とする請求項１に記載のイ
ンナーパネル。
【請求項３】
　インナーパネルが、車両のＡピラー（３３）に取り付けるようになっており、補強ビー
ム（２０）が、上方ヒンジ（３５）のところ、または、この上方ヒンジに近接したところ
に取り付けられていることを特徴とする請求項１または２に記載のインナーパネル。
【請求項４】
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　補強ビーム（２０）が、ロックに近い、インナーパネルの後端壁（１３）に取り付けら
れていることを特徴とする請求項３に記載のインナーパネル。
【請求項５】
　インナーパネルが、車両のＡピラー（３３）に取り付けられるようになっており、ドア
を装着したときにインナーパネルの前端壁（１２）における補強ビームの取り付け端（２
１）がＡピラーと重なることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載のインナー
パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、前端壁と、後端壁と、衝突から生じる衝撃力をドア・ピラーまたはドアをそ
の裏側に位置するドア・ピラーに取り付けたピラーから伝達できるようにこれらの端壁間
に取り付けた補強ビームとを含む車両ドア・インナーパネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車ドアは、代表的には、ドアの支持部分を形成するインナーパネルと、ラッカー塗
装されたアウターパネルとからなる。インナーパネルは、着脱可能なパネル（すなわち、
いわゆるトリム）で覆われている。
【０００３】
　自動車の構造においては、正面衝突の場合に、ドアがＡピラーからＢピラーまで力また
は荷重を伝えることができるように選ぶことができる。Ａピラーとは、前部ドアを取り付
けたフロントガラスに隣接したピラーの一般的に容認された名称であり、一方Ｂピラーと
は、前部ドアの背後、すなわち、２つのドアがそれぞれの側面に位置するときのドア間に
あるピラーの名称である。
【０００４】
　ヒンジ・スペースを得るために、これら２つのピラーは、通常、ドアの外側に達するこ
とはない。ウィンドウ下方に位置するビーム（ウエスト・レール）が、ウィンドウの内側
に位置し、ピラー間で直接的に力を伝えることができるようにピラーに重なっていること
が多い。しかしながら、側面衝撃の場合にはドアがたわむことが望ましいので、このビー
ムに高い剛度を与えるのは不利である。可能な限り最大の変形ゾーンを得るために、側面
衝撃ガードができるだけドア内で外側に位置していると好ましい。そして、サイド・ウィ
ンドウ・ガイド・レールの外側に位置し、インナーパネルの端壁に溶接され、これらの端
壁の内側に向かって延びているブラケット手段に固定された真直ビームまたはバーがピラ
ーと重なり、それらが一緒になってピラーと側面衝撃ビームとの間で力を伝えることがで
きる自動車モデルが存在する。
【０００５】
　したがって、ビームは、側面衝撃ガードとして機能することに加えて、ピラー間で力を
伝えることが可能である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、側面衝撃ガードとして機能すると共に、正面衝突の場合にはドア・ピ
ラー間で力を伝えることができるビームを含む構造を簡略化することにある。原則として
、この目的は、高い一山の帽子状輪郭（ high single hat profile）を有する補強ビーム
で達成される。この補強ビームは、前端壁の上部に取り付けられ、輪郭の高さがより低く
なっているインナーパネルの外側部に向かって外方へ湾曲している。それによって、輪郭
の高さが、高輪郭高さから低輪郭高さまで連続的に減少する。本発明は、添付の特許請求
の範囲に記載されている特徴によって特徴づけられる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
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　図１に示す実施例の詳細な説明
　図１は、外側から見た車両ドアのインナーパネル１１を示している。このインナーパネ
ルは、前端壁１２と、後端壁１３と、底部１４と、ビーム１５（ウエスト・ビームまたは
ウエスト・レール）と、ウィンドウ・アーチ１６とを有する。インナーパネルの側面１７
は、車両内部に面しており、多数の穴およびくぼみを含む。これらの穴およびくぼみは、
図１には示していないが、図５には示してある。穴は、全てのドア結合金具を取り付ける
ために必要である。補剛ビームまたは補強ビーム２０は、前端壁、後端壁間に装着してあ
り、後方に傾斜している。
【０００８】
　図２は、ビーム２０の斜視図である。ビームの前端２１は、高い一山の帽子状輪郭のビ
ームの形をした断面を有する。この高い一山の帽子状輪郭は、低い二山の帽子状輪郭（ lo
w double hat profile）２２となるように連続的に延びている。それによって、ビームは
、移行領域２３において弯曲部２４となっている。この前端は、取り付けタブ２５、２６
、２７を含み、これらの取り付けタブは、前端壁１２にスポット溶接するようになってい
る。図３は、ワイヤ・モデルとして片側から見たビーム２０を示しており、そして、図４
は、二山の帽子状輪郭を示している。この二山の帽子状輪郭は、実質的に、ビーム長さの
大部分を通じて一定である。この二山の帽子状輪郭は、後端でわずかに変化し、図５に示
すように後端壁に取り付けられたブラケット手段３０にスポット溶接するようになってい
る。図５は、図１の５－５線で示すように、ビームに沿ってインナーパネルを通る断面図
である。
【０００９】
　ビーム２０は、薄板素材から形成される。ビームは、プレス硬化法で成形し、硬化する
と便利である。すなわち、冷間ツールで成形し、固定具またはジグとして機能するツール
内で直接硬化させると便利である。この方法では、鋼で非常に高い機械的強度値を得るこ
とができる。
【００１０】
　図５は、車両のＡピラー３３およびＢピラー３４を示している。インナーパネルの上方
ヒンジ３５は、Ａピラーに固定した状態で示している。ブラケット手段３０は、Ｂピラー
と重なる程度まで内方に延びており、したがって、正面衝突の際に前記ピラーに荷重また
は力を伝えることができる。この性質の衝突の場合、力は、ヒンジ３５の媒介でＡピラー
からビーム２０まで伝えられる。また、この図には、ウィンドウ・ガイド・レール３７、
３８も示してある。ビームはウィンドウの経路を遮っていないが、ビームの後端は、ビー
ムの前端と同じ設計とすることはできない。後部ガイド・レール３８が、後端壁に接近し
て位置し、ブラケット手段３０に固定しなければならないからである。ビームは、下向き
後方へ傾斜した状態で示してある。ビームがもっと急な傾斜を与えられることになってい
る場合には、その後端をガイド・レール３８下方に位置させてもよい。それによって、ビ
ームの後端にその前端と同じ設計を与えることができ、ブラケット手段３０を省略するこ
とができる。ドアのアウターパネルは示していない。しかしながら、アウターパネルは、
インナーパネルのエッジ４０、４１まわりに折り曲げ、そこに固定する、通常、接着する
ことができる。
【００１１】
　ビーム２０の前端を、図１に示すよりも僅かに下で、すなわち、上方ヒンジよりも下方
で前端壁に固定した場合、ビームの前端およびＡピラーが、図６に示すように、相互に重
なることができる。それによって、力がＡピラーからビームに直接に伝えられ得る。
【００１２】
　帽子状ビーム２０に湾曲部を設けた結果として、ビームは、図示のように、弯曲部のク
ラウンが車両内部に面し、その開いた側部が外方に面するとき、その長手方向において最
も強くなる。反対方向に曲げられたとき、ビームは、側面衝撃ガードとしてより強い機能
を有することになるが、通常、軸線方向荷重に従って寸法取りされており、したがって、
図示方向に面するように曲げられたときにも側面衝撃ガードとして充分に強くなる。
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【００１３】
　図示のビームは、低い二山の帽子状輪郭に融合する一山の帽子状輪郭を有する。低い二
山の帽子状輪郭は、素材の幅を利用することができ、低くて開いた輪郭にもかかわらず充
分な強度を与えるために、有利である。しかしながら、あるいは、高い一山の帽子状輪郭
を低い一山の帽子状輪郭に融合させてもよい。しかしながら、後者の場合、大部分の場合
、或る種の形態のカバーで低い一山の帽子状輪郭を補強したり、または、より厚い材料を
使用したりする必要がある。ビームの低い部分で他の輪郭も考えられる。
【００１４】
　ビームは、本発明の図示実施例では傾斜している。車両が、通常、フロア付近で最も強
いので、Ａピラーで荷重を大きく吸収し、Ｂピラーへ低レベルの荷重を伝えると有利であ
る。さらに、ビームは、乗客またはドライバの腰回りに関して側面衝撃ガードとして効果
的な高さを有することになる。
【００１５】
　本発明を前部ドアに適用した例を示したが、後部ドアにも適用できる。この場合、ビー
ムは、ＢピラーからＣピラーまで荷重を伝えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の車両ドア・インナーパネルの実施例の外側面図である。
【図２】図１にも示すビームの斜視図である。
【図３】図２に示すビームの側面図ワイヤ・モデルである。
【図４】図３の４－４線に沿った断面図である。
【図５】図１の５－５線に沿った断面図であって、車両のＡピラーおよびＢピラーも示す
図である。
【図６】図５に対応しているが、修正Ａピラーを示す図であり、Ａピラーにおいて、図１
に示す高さよりやや低くなっている図２のビームの取り付け部位も示している図である。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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